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日本化薬株式会社

Ⅰ．連結業績の進捗状況

■売上高・利益 　(億円)

2009年5月期 2010年5月期

平成20年度 平成21年度

通期実績 通期実績 通期予想 前年差異

売上高 1,344 1,410 1,520 110

営業利益 94 160 180 20

経常利益 81 161 180 19

税引前利益 69 111 179 68

当期純利益 37 99 110 11

期末総資産 2,040 2,026 2,087 61

期末自己資本 1,142 1,204 1,276 72

ＲＯＡ（％） 1.8 4.9 5.3 0.5

ＲＯＥ（％） 3.2 8.4 8.9 0.4

■セグメント別売上高 　(億円)

2009年5月期 2010年5月期

平成20年度 平成21年度

通期実績 通期実績 通期予想 前年差異

機能化学品 627 643 684 41

医薬 458 497 530 33

ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ 152 177 208 31

その他事業 107 93 98 5

売上高合計 1,344 1,410 1,520 110

■セグメント別営業利益 　(億円)

2009年5月期 2010年5月期

平成20年度 平成21年度

通期実績 通期実績 通期予想 前年差異

機能化学品 44 83 91 8

医薬 94 101 106 5

ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ -17 4 14 10

その他事業 21 23 23 0

消去又は全社 -49 -51 -54 -3

営業利益合計 94 160 180 20

平成22年度

2011年5月期

平成22年度

2011年5月期

2011年5月期

平成22年度
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日本化薬株式会社

Ⅰ．連結業績の進捗状況(2)

■事業部別連結売上高

【連結】 （単位：億円）

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

平成20年度 平成21年度 平成22年度

通期実績 通期実績 通期予想

機能化学品事業 627 643 684

機能性材料 116 151 152

電子情報材料 351 364 396

触媒 66 42 43

色材 93 86 93

医薬事業 458 497 530

ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ 152 177 208

その他事業 107 94 98

アグロ 80 68 73

その他事業 27 26 25

1,344 1,410 1,520合　　　　　　計
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日本化薬株式会社

Ⅱ．単体業績の進捗状況

■売上高・利益 （単位：億円）

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

平成20年度 平成21年度 平成22年度

通期実績 通期実績 通期予想

973 1,031 1,100

86 131 140

90 136 145

61 92 85

■事業部別売上高

【単体】 （単位：億円）

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

平成20年度 平成21年度 平成22年度

通期実績 通期実績 通期予想

機能化学品事業 372 383 400

機能性材料 99 131 136

電子情報材料 139 150 162

触媒 66 42 43

色材 69 60 59

医薬事業 415 452 484

ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ 88 110 125

97 86 91

アグロ 80 68 73

その他事業 18 18 18

973 1,031 1,100

その他事業

合　　　　　　計

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益
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日本化薬株式会社

Ⅲ．従業員数の推移 （単位：人）

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

平成21年5月末 平成22年5月末 平成23年5月末

実績 実績 通期予想

連結 4,040 4,224 4,343

単体 1,808 1,819 1,816

ＭＲ数の推移 450 446 452

Ⅳ．為替レートの推移（対ＵＳＤ） （単位：円/＄）

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

平成20年度 平成21年度 平成22年度

実績 実績 計画

単体 102 93 90

（小数点以下を四捨五入）

Ⅴ．設備投資額（発注）の推移 （単位：億円）

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

平成20年度 平成21年度 平成22年度

実績 実績 通期予想

連結 83 76 152

単体 44 61 93

（億円未満：四捨五入）

Ⅵ．研究開発費の推移 （単位：億円）

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

平成20年度 平成21年度 平成22年度

実績 実績 通期予想

連結 105(7.8%) 123(8.7%) 126(8.3%)

単体 86(8.8%)  107(10.3%)  111(10.0%)

（億円未満：四捨五入、(　)内は売上げ開発比率）

Ⅶ．減価償却費の推移 （単位：億円）

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

平成20年度 平成21年度 平成22年度

実績 実績 通期予想

連結 109 100 102

単体 76 67 71

（億円未満：四捨五入）
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日本化薬株式会社

Ⅷ．がん関連売上高（連結） 単位：億円

品目 2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期計画

ｵﾀﾞｲﾝ 33 32 33

ﾗﾝﾀﾞ 24 19 15

ﾌｴｱｽﾄﾝ 20 19 17

ﾗｽﾃｯﾄ 15 14 13

ﾋﾟﾉﾙﾋﾞﾝ 12 11 12

その他 16 15 20

119 115 109

ｱｲｴｰｺｰﾙ 16 15 16

ﾒﾀｽﾄﾛﾝ 3 4 10

その他 24 22 20

44 40 46

ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ 38 59 61

ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ 19 26 29

ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ 11 14 18

ｸﾞﾗﾆｾﾄﾛﾝ 12 20 23

ﾚﾎﾞﾎﾘﾅｰﾄ 10 13 15

ﾋﾞｶﾙﾀﾐﾄﾞ 1 12 24

ｲﾘﾉﾃｶﾝ 0 1 3

その他 1 1 6

92 146 178

12 16 14

267 316 348

L
C
M
+

新
製
品

営
業
本
部

抗がん剤受託

小計

総計

小計

営
業
本
部

既
存
品

Ｇ
Ｅ

営
業
本
部

小計
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日本化薬株式会社

IX. 医薬品新製品開発状況

国内開発主体

由来

自社

サノフィ・パスツール(加)

自社

グラクソ・スミスクライン
(英)NK012

(高分子ミセル化カンプ
トテシン類)

注射剤 抗悪性腫瘍剤
(乳癌、肺癌、大腸
癌)

自社 高分子ミセル化抗がん
剤
日米同時開発

自社

共同/ナノキャリア

自社

東京女子医大

共同/救急薬品工業

救急薬品工業

自社
スペクトラム(米)
共同/興和テバ
テバファーマスーティカ
ル（イスラエル）
自社
ﾊﾞｲｵｽﾌｨｱﾒﾃﾞｨｶﾙ（米）
自社
ﾊﾞｲｵｽﾌｨｱﾒﾃﾞｨｶﾙ（米）

支持療法

多血性腫瘍

多血性腫瘍

バイオ後続品として開発

医療材料

医療材料

膀胱内注
入剤

抗悪性腫瘍剤
(膀胱癌再発予防)

前臨床 EO9（アパジコン）

TKN732

NK938（ヘパスフィア）

NK939（エンボスフィア）

注射剤

血管塞栓材

血管塞栓材

Phase I NKQ-01
(フェンタニル)

口腔粘膜
貼付剤

癌疼痛治療剤

高分子ミセル化抗がん
剤

注射剤 抗悪性腫瘍剤 高分子ミセル化抗がん
剤
開発対象領域を検討中

効能追加

ステージ 特徴・その他
剤形または
投与経路

申請準備 NK211/ハイカムチン
(ノギテカン塩酸塩)

抗悪性腫瘍剤
(卵巣癌)

申請 膀胱内注
入剤

効能追加

NK911
(高分子ミセル化ドキソ
ルビシン塩酸塩)

開発コード/商品名
(一般名)

薬効分類
(適応症)

Phase II

PMCJ-9/イムシスト
(BCG・コンノート株)

抗悪性腫瘍剤
(膀胱癌再発予防)

NK105
(高分子ミセル化パクリ
タキセル)

抗悪性腫瘍剤
(胃癌)

注射剤

注射剤
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